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当
園
の
利
用
者
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
四
位
純
徳
様
が
四
月
に
行
わ
れ
た
小
林
市
内
の
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
ら
れ
ま
し
た
。
聖
火
リ
レ
ー
翌

日
に
実
際
に
使
用
し
た
ト
ー
チ
を
持
っ
て
来
て
下
さ
い

ま
し
た
。
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堀 美穂子さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

外屋 幸恵さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

４１歳になります。

風邪など引かず、毎日

元気に過ごしていま

す！

６５歳になります。

また、年をとってしま

った。毎月の作詩と絵

描きを頑張ります！

戸髙 長範さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

７４歳になります。

天気の良い日は日光浴

が気持ちいいよ！

長池 まり子さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

６８歳になります。

コロナが収まったら、

大好きな旅行に行きた

いわ。

６ 月 の 誕 生 者

橋満 忠雄さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

６６歳になります。

焼き肉食べに行きたい

な～！まだまだ元気で

頑張ります！

西種子田 雄治さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

６４歳になります。

パソコンで字の練習を

頑張っています。

節
句（
茶
話
会
）

五
月
六
日
、
節
句
行
事
と
し
て
茶
話
会
を
実
施
致
し
ま
し

た
。
は
じ
め
に
端
午
の
節
句
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
を
実
施

す
る
も
、
利
用
者
の
皆
様
内
容
が
難
し
か
っ
た
様
で
し

た
。
そ
の
後
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ロ
ー
ト
を
提
供
し
食
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
天
気
が
良
か
っ
た
為
、
中
庭
を
開
放

し
パ
ラ
ソ
ル
や
テ
ー
ブ
ル
を
出
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出

気
分
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加世田 重雄さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

６０歳になります。梅

雨が明けて、外でキャ

ッチボールが出来るの

を楽しみにしています。

今東 忠男さん
ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

５７歳になります。

体調を崩す事なく元気

に過ごしています。

日
中
活
動
紹
介

今
月
も
新
し
い
日
中
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
で
Ｇ
Ｏ
！
で
す
。
当
園
の
作
業

療
法
士
が
身
体
と
頭
の
運
動
を
行
い
心

と
身
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
身

体
機
能
や
認
知
機
能
の
維
持
向
上
を
目

指
し
て
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
中
は
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
身

体
を
動
か
し
、
笑
顔
が
た
く
さ
ん
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
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預
金
払
い
出
し
申
請
〆
切
日

・
・
・
七
日
、
二
十
一
日

預
金
払
い
出
し
日

・
・
・
十
一
日
、
二
十
五
日

四
月
二
十
日
、
窪
谷

茂
様

が
入
院
先
の
病
院
に
て
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

日 曜日 ＡＭ ＰＭ

1日 火 利用者との懇談会 女性

2日 水 卓球バレー① 男性

3日 木 ボッチャ① 女性

4日 金 音楽療法① 男性

5日 土
シーツ・カバー交換（高千穂）

女性
女性

6日 日 車椅子点検・掃除（高千穂）

7日 月 男性

8日 火 音楽療法② 女性

9日 水 ボッチャ② 男性

10日 木 女性

11日 金 ヒーリング 男性

12日 土
シーツ・カバー交換（霧島）

女性
女性

13日 日 車椅子点検・掃除（霧島）

14日 月 卓球バレー② 男性

15日 火 女性

16日 水 出張販売 男性

17日 木
カットマン（女性）
環境整備

女性

18日 金 カットマン（男性） 男性

19日 土
シーツ・カバー交換（韓国・新燃・中岳）

女性 女性

20日 日
車椅子点検・掃除

（韓国・新燃・中岳）

21日 月 男性
パソコン教室

食事栄養管理委員会

22日 火 エンジョイ 女性

23日 水 男性 ふれあい介在（咲桃虎）

24日 木 女性
リフレッシュでＧＯ！
防災・防犯訓練

25日 金 男性 歯科検診

26日 土
シーツ交換
女性

女性

27日 日

28日 月 男性

29日 火 女性

30日 水 男性

※6月より、入浴は週3回となります。

《
利
用
者
》
（
四
月
）

・
な
し

《
家
族
》
（
四
月
）

・
な
し

苦情解決事業ほか
インシデント

アクシデントレポート

作品紹介

「
雨
」

今
日
も
雨
だ
な
～

梅
雨
が
来
る

私
は
雨
が
き
ら
い

だ
っ
て
心
が

暗
く
な
る

だ
け
ど

い
つ
か
は
晴
れ
る

い
つ
か
ら
か
青
い
空
が
見
え
る

今
は
く
ら
い
世
の
中
、
心
も
光
が

さ
し
て
く
る
。

絵
・
作
詩

堀

美
穂
子

「
小
樽
運
河
」

堀

昭
則

「
冬
か
ら
春
へ
」

病
葉
（
わ
く
ら
ば
）
の
風
に
ふ
か
ん

街
路
樹
の
下
を
行
き
交
う
人
々

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
さ

き
っ
と

こ
の
道
は

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
よ

作
詩

東
窪

政
宣

令和３年４月
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サービス向上委員会 令和２年度の報告
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その他（内訳） ： 19件

注入中トラブル

送迎時のトラブル

移動時のトラブル

利用者間でのやり取り

おむつ交換時トラブル

利用者、職員間トラブル

単独での車椅子移乗

徘徊

傷・あざの発見

居室で頭をぶつける

異食

薬紛失

～内容～

～レベル（程度）～

～発生場所～

※接触事故による頭部外傷の為、入院

※トイレにて転倒され右後頭部裂傷にて入院

※疾病による腋下腫脹部の裂傷にて入院

※おむつ交換中の加重により大腿部骨折にて入院

サービス向上委員会はインシデント・アクシデントレ

ポート（以下“アクシデント”と省略）の集計や対策の

検討、毎年ご家族や利用者の方々にもご協力頂いており

ます「サービス満足度調査」などを行っております。

毎月、野菊の里便り紙面にてアクシデントの件数を報

告しておりますが、今回は昨年度１年間のまとめとしま

して、内容・発生場所に分けた集計を掲載させて頂きま

す。昨年は約１４０件のアクシデントが発生いたしまし

た。この結果を今後のアクシデント発生防止の為活用

し、さらなるサービスの質の向上を目指して参ります。

利用者様の生活の質の向上に関する問題やご意見等ご

ざいましたら是非、園までお寄せいただきますようお願

いいたします。

レベル１
事故が起こりそうな環境に前もって
気付いた

0

レベル２
事故は起きたが利用者自身に変化も

しくは治療の必要はなかった
111

レベル３
事故により治療が必要になったに

なった
27

レベル４
事故により継続的な治療もしくは入
院が必要になった

※4

レベル５ 事故が死因となった 0

65

4

4

1

7

8

2

15

9

7

0

19

1

0 10 20 30 40 50 60 70

転倒・転落

誤薬

薬に関するトラブル

医療的トラブル

食事トラブル

誤嚥・誤飲

入浴時トラブル

皮膚トラブル

利用者間のトラブル

更衣・整容時のトラブル

事務的トラブル
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本人居室
他利用者居室

浴室・脱衣所・浴槽・整容
1階廊下
2階廊下

1階洗面台
2階洗面台

1階霧島トイレ
2階霧島トイレ

1階高千穂トイレ
2階高千穂トイレ

1階支援室前
2階支援室前
1階Ｄルーム
2階Ｄルーム

食堂（多目的ホール）
訓練室
事務所
医務室

玄関(職員玄関含む）
外・園庭

地域支援センター
その他

※受診、入院となる事案

もありました。支援する

側の意識の改善、更なる

援助の質向上に努め未然

防止につなげて参りま

す。

※発生場所で多いのは、食

堂（多目的ホール）、本

人の居室となっており、

支援する側の見守り不足

やご利用者の状態把握不

足等が原因となっており

ます。この結果を受け日

々の支援の質向上に努め、

ご利用者へ安全・安心な

生活を提供出来るよう努

力して参ります。


